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学術論 文 『デザイ ン理論』45/2004

唐代 の中国初期形 陶磁 軍持 に関す る研究
インドからの伝播とその成立

權 相 仁
慶星大学校

キーワー ド
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はじめに

インドでいわゆる軍持形の外形を持つ土器が流行 したのは,紀 元前後のクシャーン朝時代で

ある。それらは遺物などから考察すると,尖 台 ・添水台附着形であったと思われる。デリー ・

プラーナ ・キラー博物館所蔵の@ソ ームナー ト⑤ラージガー ト◎カウシャーンビー⑥ラングマ

ハルなどの地方か ら発掘された破片と,サ ーンチー考古学博物館所蔵の軍持の尖台と添水台形

の破片などを通 じて分析 した結果,紀 元前後に仏像が本格的に造像されはじめたそののち,約

2-3世 紀頃に軍持形瓶がインド全地域で作 られ使用されたと思われる。

中国では5世 紀初頃と7世 紀中頃,グ プタ朝時代のインドを旅行 した法顕と玄奘の記録に君

塚(法 顕伝),摺 稚迦(大 唐西域記)と 言う語が見出せるが,形 状や細部構造,用 途 について

はまったく言及がない。また玄奘が中国へ帰国 した645年 以後,中 国で軍持が作 られたと言 う

事実を立証する正確な資料や遺物はない。中国で添水台 ・尖台附着形軍持が製作され,流 行 し

た時期は求法僧義浄がイン ドから帰 り,洛 陽と長安で経典翻訳の活動を始めた695年 以後であ

る。

本論では,4世 紀中頃から7世 紀初め頃,玄 奘がインド旅行を終える時期までイン ドで作 ら

れた,② 「タキシラ」のダルマラージカー遺跡で発掘された軍持形土器の図面,⑤ アジャンター

石窟寺院の16号 窟に描かれた壁画 と26号窟の涅槃像に高浮彫で表現された軍持,◎ インド仏
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教の衰退期に造成されたエローラ8号 窟の梵天の持物である軍持を資料として,グ プタ朝時代

の軍持の形を研究したものである。以上のグプタ朝時代の軍持形から,こ れ らが中国形軍持に

どのような影響を与えたかということについて考察する。

イ ンドの軍持は紀元前後に作 り始められ,グ プタ朝時代には,僧 家 と俗家で普通 に使われる

容器であったように思われる。さらに軍持形には水羅機能の用途,す なわち浄水を採取 し,飲

用水として利用する目的と,仏 教の殺生禁忌の思想から,必 ず必要 とされた水虫濾過の目的が

あった。中国軍持の流行の始まりは,グ プタ朝時代に確立され,イ ンド古典美術の影響によっ

て規範化されたインド軍持形を求法僧などが律蔵とともに中国へもたらした結果である。従っ

て,最 初の中国形軍持は7世 紀末頃の唐代から作 り始められたと思われる。

本研究は7世 紀末頃,イ ンドを見聞した求法僧義浄の 『南海寄帰内法伝』において仔細に観

察され,記 録されたインド軍持に関する内容を通 じて,初 期中国軍持形の発生 とその年代を推

定 し,軍 持の諸名称を定義 したものである。そしてそれを参考として唐代の初期軍持の機能,

形,細 部構造とその機能,大 きさ,製 作年代,重 要遺物に関 して検証する。

一.軍 持の語義

軍持はサンスクリツ ト語のクンチカに由来 し,水 瓶 〈水を入れる瓶〉を意味する。インド仏

教の律蔵が漢語で翻訳された時,Ka発 音を省略 し,diをjiと して発音 して軍持 と書いたの

である。軍持以外にも君持,軍 遲,君 擇,据 稚迦 と記録されている。現在,一 般的に浄瓶 とい

う名称でよばれているが,浄 水を入れる瓶 という意味の 「浄瓶」といわゆる 「軍持」には実は

根本的な相違がある。この理由は,軍 持は瓶の胴肩部に添水台が附着されており,長 頸部の上

段には円形頂板が固定されている。頂板上部には尖塔のような形状の尖台がついていて,こ の

部分から瓶の水を注ぎ出す。軍持は,添 水台から水を入れて尖台か ら水を注出する特別な容器

を指す時使 う用語である。浄瓶というのは尖台と添水台がない一般的な瓶の形である細長頸瓶,

宝瓶,甘 露瓶などを指 し,莊 厳具的性格をもつ瓶である。

二.グ プタ朝時代のインド軍持

マウリヤ朝(B.0310-184年 頃)以 後,仏 教の変遷 に伴い変容 してきた軍持は,紀 元前後

のクシャーン朝時代に作 り始められたようである。マウリヤ朝の地層で発掘された 「タキシラ」

の 「ビール丘遺跡の軍持形」1)に見 られる破片の図面は,器 物の長頸部と添水台が部分だけ発

見され,頸 部以下の部分は欠損で胴体の有無は確認できず,ま た14cmと いうその高 さは通常

の軍持とは異なる。またクシャーン朝時代のイン ドの軍持遺物は破片だけが現存 し,そ れ らか

ら推測すると,添 水台の形状が水羅機能の用途として使うには不適合であり,尖 台の大きさも
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ひじょうに短 く,穴 もたいへん細 くて,注 出機能の用途を勘案すると軍持の尖台とは考えられ

ない。それに対 して,グ プタ朝時代の軍持遺物は②工芸的技法である轆轤成形によって作 られ,

⑤石窟の尊像の左手に把指 され,浮 彫であらわされており,◎ 石窟の壁画に描かれている。軍

持全体の形は完全であり,添 水台 ・尖台部分が確認できる。また添水台と尖台の機能に関 して

は求法僧の記録などからも確認できるので,グ プタ朝の軍持の形を原形として唐代の中国初期

軍持が作 られるようになったことが推測される。

ガンダーラ地方では,5世 紀中頃以前に製作された@「 タキシラ」のダルマラージカー遺跡

から出土された添水台形軍持,⑤5世 紀末頃に完成されたアジャンター16号 窟左側壁面 「難

陀出家物語」の中,描 かれた軍持,◎6世 紀末頃に完成されたアジャンター26号 窟左側壁面

に浮彫であらわされている仏の涅槃像の軍持,⑥ グプタ朝 と仏教の衰退期の7世 紀末頃作 られ

た,エ ローラ8号 窟の梵天の左手に把指された軍持形等の遺物によって,5世 紀から7世 紀ま

で,約3世 紀にわたって製作されたグプタ朝期の軍持の類形を把握することができる。以上の

グプタ朝の重要な軍持形などを図で例示すると次のようである。

(1)「 タキシラ」の 「ダルマラージカー軍持」2)◆ 図一1,図 一2

この軍持は5世 紀中頃(460-470年)に 「エフタル」3)の侵略をうけ,倒 壊 した仏教僧院ダ

ルマラージカーの遺跡から発掘され,現 在は失われて しまったものである。これは水羅機能と

して添水台の構造が完全なものであり,5世 紀頃の軍持の資料として唯一の ものである。図一

1の 図面から考察すると左側胴肩部に附着 された添水台と添水口の発達 した形と半月形の外反

は,唐 の軍持と同一である。添水台形は人間の顎を想起させる形が一段屈曲 し,唐 の軍持とは

相違を見せる。器下段

図 一1ダ ル マラー ジカー 図 一2ダ ルマラージカー軍持 の尖台部分假象図

軍持形

部の高台 も,唐 の軍持

と同じ外高台の形式で

ある。 しか し,図 面で

の表現であるので初期

唐軍持の高台からみら

れる平底仮圈足であっ

たということは確認で

きない。

器上段部の欠損で尖

台の有無は確認できな

いが,図 面の左側頸部
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の断面の黒線が上昇 しながら漸進的に太 くなる。図面から推測すると,尖 台があった器物だっ

たことがわかる。また,器 壁が上昇 しなが ら太 くなる状態は器物の頂上部に造形的に製作する

部分があるとき,器 物上段部分のほうへ粘土をひばってあげる轆轤成形技法の特性のためであ

る。従ってこの液は,図 面に示すように細長頸瓶の形式の口縁部をもっているものではなく,

尖台が蓋の頂板の上段についていたものといえる。添水台が必然的に尖台を同伴するという軍

持形式の特性から予想してみても,尖 台がある器物だったことは確かである。

(2)ア ジャンター16号 窟の 「難陀」4)の出家物語の軍持 ◆図一3

グプタ朝の古典文化が隆盛 した時代(462-481年)に 描かれたアジャンター16号 窟左廊の

壁画 「難陀出家物語」の右中段の龕室に描かれた一組の双の瓶中,左 側の瓶は軍持である。図一

3⑧ は右側の中段の二個の柱の中に見られる軍持 と澡罐を拡大 したものである。壁画に描かれ

た二個の瓶の原形は工芸的技法である回転轆轤を使用 して成形 したため,左 右対称の形になる。

したがって,こ の二個の瓶の原形を復元すると図一3⑮ として定型化することができる。長い

歳月の間,顔 料が酸化され揮発 したので形が歪曲されてみえるが,細 長頸の上部には蓋の頂板

と,そ の上に,矮 小な尖台が見える。胴肩部の左側には微かに添水台もみえる。右側の細長頸

瓶は壁画が顔料の剥落によって尖台があるもののように錯覚されるが,実 際には細長頸瓶であ

る。 この時代,軍 持は澡罐を必須的に同伴するという律蔵の規範が確認 されるよい例である。

軍持は広肩形で成形材料が青銅である可能性 もあり,澡 罐は卵形で5-6世 紀頃,中 国と韓国

で流行 した荘厳具の長頸瓶形式を備えている。

◆図一3③ を工芸的なろくろ技法で定型化 した図一3⑤ の図象(面)

「軍持著嘴澡罐 口開」J)の律蔵内容 に着眼 して軍持著嘴という語を添水台 ・尖台附着形軍持

形 として,澡 罐口開は細長頸瓶,つ まり澡罐として解釈する。軍持 と澡罐は律蔵の記録では僧

侶がもつ六つの物の中に入る容器であり,頭 陀行の時,三 衣あるいは坐具 とともに必須的に持

参する随物である。これは,

法顕伝の 「君塀と澡罐」とい

う記録 とも一致するし,こ の

壁画が難陀が出家の直前に妻

と惜別する場面であることを

考慮すると軍持と澡罐,こ の

一対の瓶は家庭で使用する生

活容器であったともいえる。

上記のダルマラージカー軍

図一3@難 陀 出家物語 壁画 図一3⑤ 工芸的技法として整型した図一3@の

図象(面)
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持が梨形であるのに,ア ジャンター16号 窟の軍持形は広肩形であることに注 目するべ きであ

る。中国の場合は708年 の埋葬されたのが確実な安菩夫婦墓から出土 した軍持が陶製であった

のに対して,以 後,唐 代の中国軍持は数多 く青銅で作 られ,大 概広肩形になっている。また

758年 の神会墓の塔から出土 した金銅軍持 も広肩形であり,こ れらは埋葬年代が確定 される唯

一の資料である
。

(3)ア ジャンター26号 窟の涅槃像 ◆図一4

6世 紀末頃に建立されたアジャンター26号 窟の左側内壁には,仏 の涅槃場面が,浮 彫であ

らわされている。 この壁面に見 られる軍持の胴体形は,ダ ルマラージカー軍持形と同 じく,梨

形で大体下広形である。 これは5世 紀中頃以前に製作されたとされているダルマラージカー軍

持と同一の胴体形を見せるので,グ プタ朝全時代を通 じて下広形軍持がインドで製作されてい

たことがわかる。軍持が紐でしばられて壁面に45度 の角度でななめにかけられている状態が,

添水台と尖台の構造を精密に表現 している。ダルマラージカー軍持形に比べて高台が省略され

た点と,添 水台の角度が外反されていて,尖 台の大きさが比較的小さい。瓶の高さに比べて矮

小な尖台は,ク シャーン朝時代にルパールで発掘された軍持形 と類似 している。

涅槃像の軍持がこのような問題点をもつのは,ろ くろで成形する陶器の形を石面に高浮彫で

あらわす製作方法から現われる歪曲現象である。このような見解か ら,お そらくこの涅槃像の

軍持の添水台はダルマラージカー軍持と同一形として考えることが可能である。図一4ア ジャ

ンター26窟 の涅槃像の軍持は轆轤で作 った ものと推定する。図式すると図一4⑤ になる。底

に高台がなく,丸 いものは移動の時に水瓶を持ち歩 くように袋に入れて紐をつけて肩にかけた

り,壁 や木の枝にかけたからである。5世 紀中頃以前に製作されて使われた,ダ ルマラージカー

軍持と共に梨形で,グ プタ朝時代に流行

した軍持であり,紐 である空間にかけて

吊す軍持形の典型である。釈尊仏の入寂

時,哀 悼する弟子たちとともに寢床の前

面壁にかけられており,5世 紀のグプタ

朝時代の 「莊厳具」6〕として軍持の重要

性を示唆 している。上の図一4@の 軍持

下段部に見える袋は 「濾水嚢」 または

「水羅嚢」 で,僧 侶が修道 のため行 う

「頭陀行」11時の持物の中の一つである。

7
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(4)エ ローラ8号 窟梵天像の軍持 ◆図一5

仏教の衰退期である7世 紀後半頃に製作された最後の仏教石窟が遺跡エローラ8号 窟である。

その前室の左側の龕室に描かれた梵天像は女性像と共に立っている。 この梵天像の左手に把指

されているのが軍持である。図として提示すると図一5⑮ のようになる。軍持の下段部が蓮葉

で包まれているのを見ると,前 述の涅槃像の軍持 と共に高台がない卵形の胴体として把握 され,

頸部が細長頸形式で太 くて短い形式になっているのが特徴である。

この梵天像 の製作年代から見ると,

図一5uエ ローラ8号 窟梵天像 の軍持

「義浄」8〕のインド訪問の時期(675-695)

と一致する。7世 紀末頃,義 浄がインド

を巡礼 した時,見 た軍持形の胴体形 も卵

形であり,8世 紀初頃,唐 代に製作 され

た一連の白磁軍持形及び西安陝西省歴史

博物館所蔵の三彩軍持形とは同一の形で

あることを示 している。 したがって,こ

れは7世 紀末頃のインド軍持の唯一の資

料であり,唐 代の軍持との関連を示す重

要な遺品であることを指摘 しておきたい。

三.求 法僧などの軍持に関する記録

中国最初の求法僧法顕(399-412)は,14年 間イ ンドを旅行 した後,海 路にて帰還の時

「甚だ風浪にあって君塀(軍 持)と 澡灌(澡 罐)を 海の中にすてる」9)という記録がある。また

玄奘(629-645)は,17年 間イ ンドを旅行 し,発 刊した見聞録の中で,伊 爛拏鉢伐多国の一 ・

四小孤山聖跡を訪問し,「その南の石の上には仏の招稚迦を置かれた跡がある。」'°'と記録 して

いる。イ ンドでは仏の軍持は聖物 とみなされており,こ の時玄奘はすでに消失 した軍持の跡を

参拜 したのであった。法顕から玄奘に至るまで,つ まり5世 紀初頃から7世 紀中頃まで約2世

紀半の間,求 法僧などの軍持に関する記録には軍持の形や細部の構造 と機能に関して全 く言及

がない。

それに対して義浄は,675-685年 までのインドを見聞し,『南海寄帰内法伝』の 「水有二瓶」

條を通 じて軍持に対する詳細な内容を伝えている。また,義 浄は軍持が添水台 ・尖台附着形の

独特な外形を しているのは 「水羅機能」mの ため,必 要であることを詳細に敍述 しているので,

7世 紀末頃のイン ドと中国の軍持 との関連性について知ることができる。 また,義 浄の帰国以

後か ら,唐 代の中国形軍持が作り始められたことも遺物を通 じて理解できる。従って,四 章で

8



は,イ ン ド軍持に関して詳細に記録 した義浄の 『南海寄帰内法伝』の内容を土台にし,主 に挿

図を通 じて,軍 持の形(軍 持作法),水 羅法,機 能性,各 部の名称,用 途についてその詳細を

明 らかにしたい。 さらに,イ ンド軍持と唐代初期形軍持の関連性についても確認 したい。

四.義 浄の 『南海寄帰内法伝』による軍持作法

(1)軍 持作法:水 有二瓶條に 「前略…其作瓶法.蓋 須連口.頂 出尖台.可 高両指.上 通小穴.

驫如銅箸.飲 水可在此中.傍 邊則別開円孔.罐 口令上竪高両指.孔 如錢許.添 水宜於此処.可

受二三升.小 成無用,斯 之二穴恐虫塵入.或 可著蓋.或 以竹木.或 將布棄而裏塞之…後略」127

原文を土台にし,軍 持の使用法によって瓶の各部分に筆者がさらに詳 しく説明を追加 した もの

である。

1)尖 台 と蓋(頂 板)部 分の作法 ◆図一6

@蓋 須連口:蓋 は細長頸の頂上部位の固定された円板をいう。 この部分を頂板 と呼ぶ ことも

できる。頂板の上部には尖台が附着 される。 この語句から,蓋 は頂板 と尖台部分を称する。注

出時,尖 台上部の開けられた穴から水を注出するので蓋の上には必須的に尖台が附着 しなけれ

ばならない。⑤頂出尖台 可高両指:人 間によってゆびの大きさが違 うが,大 抵に円板の頂部

の上 には尖台が両指二関節(ゆ び一個の高さが2cm程 な

ので2c皿x両 指=4cm程)の 高さでついている。◎上通

小穴 驫如銅箸飲水可在此中:尖 台の上には銅箸の直径

と同 じ大きさの小 さい穴が開けられている。唐代の銅箸

の太さは0.6-0.7cm程 にな り,尖 台の注出口の直径 もこ

れと同じく0.6-0.7cmで ある。水を飲む時には尖台を通

じて水を注出し盞や鉢に入れてか ら飲む。

以上の尖台と蓋(円 板)の 部分の説明を図で示すと図一

6の ようになる。

2)添 水台作法 ◆図一7

@傍 邊則別開円孔:傍 邊 とは上の語の意味では尖台や

長頸部に近いところを示す言葉で軍持の肩部を指す。こ

の肩部には円孔が別に開けられている。⑤罐 口令上竪高

両指:罐 口とは水を入れる口,つ まり添水台部であり,

これは両指(ゆ び二関節)の 高さで上に向かって立て ら

◎上遞小穴 驫如銅著 飮水冒〕昭批中

i

⑤頂出尖台
可商兩指

1⑨ 飆 連口

l
l

l
し_______._.__飄 一6
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れて,そ の高さは尖台と同じである。◎孔如錢許:罐 口とは添水台をいう,添 水 口の幅は銅錢

と同じ大きさで作 られている。⑥添水宜於此処:水 を瓶に入れる添水は,此 処,つ まり罐 口か

ら行 う。 したが って,罐 口は添水台を指す語である。以上の添水台の説明を図一7で 提示 した。

3)胴 体:③ 可受二三升:2升 一3升 容量の大きさで作 られなければならない。⑤小成無用:

小さく作ると役に立たない。

4)尖 台と添水台の蓋物(蓋)◆ 図一8

⑧斯之二穴恐虫塵入:こ の二個の穴か ら虫やほこ

りなどが入 らないように⑤或可著蓋:蓋 を作って被

せるとか,◎ 或以竹木:あ るいは竹や木で,⑥ 或將

布棄而裏塞之:あ るいは使えない布で,尖 台と添水

台穴の内側まで深 く塞 ぐ。蓋がない軍持は水を入れ

た後,露 出された二穴の尖台 と添水台に塵や虫が入

らないように竹や木の枝,あ るいは棄布で内面の側

まで深 く押 しとめさせる。図で説明すると図一8で

ある。*以 上の図には参考のため原文の内容を必要

な部分に挿入 した。

(2)名 称定義 ◆図一9

軍持の外形上の特徴から,そ して特別な機能性に因って附着されている尖台 ・添水台などの

細部の形から,律 蔵 と 「南海寄帰内法伝』 に明示された

内容を参考にして筆者が整理 し,名 称を定義 した。

1)軍 持:添 水台 ・尖台附着形浄瓶を軍持と称する根

拠は 「前略…芯芻不知羅有幾種,仏 言羅有五種…中略…

三者軍持…後略」73)の内容で下記,図 一9を 参照す ると

軍持は採水する用途のため,僧 伽では必須的な持物になっ

たのである。水羅法によって浄水を得るため添水台が必

要であり,注 出の爲,尖 台 もかならず必要であった。尖

台と添水台の位置,及 び,添 水された後,注 出される水

の方向を図で表示すると図一9の ようになる。

←表示は水流方向である。軍持は水流の方向が逆流 し

ないように造形される。『南海寄帰内法伝』の水有二瓶
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條の内容にみられる罐口という名称は添水台という名称より軍持形ではより適切な用語である。

2)尖 台:図 一9の 尖台部分の名称は 『南海寄帰内法伝』の水有二瓶條の 「其作瓶法…中略…

頂出尖台…後略」14)中の文章か ら,尖 台と言 う語を引用 した もので 「蓋須連口.頂 出尖台.可

高両指」の内容は尖台であることを確実に説明している。

3)添 水台(罐 口台):「 水有二瓶」條の 「前略…傍邊則別開円孔 罐口令上竪高両指.孔 如

錢許.添 水宜於此処…後略」15)文中,「 添水宜於此処」の添水 と言 う語に加えて,「此処」の語

を 「台」に変えて添水台と名称づけた。添水台の添は尖台の尖 と同じ発音なので混同する。 し

たがって 「罐口令上竪高両指」の罐口と

一io

いう用語の次に 「台」をつけて罐 口台と

呼ぶのが本来正 しい名称である。 しか し,

添水台 として表記する方法を今まで一般

的に使用 してきたので本研究でも添水台

として表記 した。以上,分 析 した水有二

瓶條の内容で,整 理された軍持浄瓶の形

状 と各部の大きさ,各 部名称を提示する

と図一10で ある。

(3)軍 持水羅法 ◆図一11

軍持水羅法とは軍持によって飲料水をえる方法である。添水台に濾過網を設置すれば,こ の

網を通過 して軍持に入 った水は衛生的であり,小 さい虫を濾過させることで殺生禁忌の仏教的

思想にも符合す る。 したがって,律 蔵には厳格な法 として次のように規定されている。「三つ

目は軍持水羅方法で明紬を使 って添水口を被せて塞いでおき,ほ そい糸で添水口と添台間の首

を縛って瓶を水の中に沈ませ る。この時,添 水口の半 ぐらいが水の外側に出るようにする。も

し完全に水の中に沈むようにすると水の注入がうまくできない。瓶の中に水がいっぱいになる

のをまち,持 ち上げて,虫 が入 っているのかを確かめる。虫が入っていると添水口の入口にす

きまが出きているので,こ れは軍持 とは言えない。」16)上の内容では,軍 持の特殊な構造 とし

て浄水の採水方法が詳細に記 されており,ま た僧侶たちの持物,あ るいは随物での必須性を強

調することだけではなく,軍 持形瓶の作法を規定 して水羅の機能を有効的に行 うように指示さ

れている。添水台に濾過網を設置す る方法と水羅時軍持の傾斜角を図で提示す ると図11一 ②

と11一⑤のようになる。

図11一 ②:明 紬を使って水羅するため添水 口を塞いで,絲 で添水口と添水台の間を縛 った

形態。図11一 ⑤:軍 持水羅(濾 過)法 の実際傾斜角
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図11-@と11一 ⑤ は水羅網

の設置 と添水方法を図解 した も

のである。「明紬で添水 口を塞

いだ後,尖 台の軍持の蓋部分を

把持 して上記の図11一 ⑮ のよ

うに軍持を傾けて水に入れる。

この時添水 口の半分が水面に定

置するように調整しながら水を

軍持 の中 に注入 させ る。」17)こ

のような要領によって水を注入

水羅時明紬で濾遘纒を設置した獣態「南海寄歸

内法伝」の水有二瓶條,罩持水羅時霜水台の形

図11一 ③ 水羅時添水台模様

させる時,注 入する水が瓶の内部に落ちる角度が垂

直になるため,添 水台に濾過網が附着 されていて も

水の流れは円滑になる。 また濾過機能のために軍持

の添水台頸部は,細 い糸で縛るため,か ならず括れ

ているように処理 しなければな らない。唐代の軍持

などの添水台は,大 部分がこの機能に適合するよう

になっているQ

◆図 一12唐 代軍持の水羅機能にあうように製

作された添水台の一括 図(添 水台の頸が狭 くなっ

た形態図)

図11一⑤ 唐軍持の水羅方法(添 水方法)

a`7Kt:]

添台

園一1・L

(4)軍 持の注出機能

水羅法に依って軍持の内側に貯蔵された水羅水は,尖 台を通 じて外へ注出する。 この時,注

出される水羅水は容器の中に貯蔵された水の圧力 と軍持の傾斜度に比例 して注出あるいは湧出

される。 つまり,水 の強弱が調整できる。注出の時軍持の把持部分は長頸部である。 図一13

は添水か ら注出までの水流の有機的順序を図示 した。

◆図一13軍 持水流の有機的機能

満水時 には,軍 持の傾斜度によって,水 の出方 に変化をつけることができる。満水時の傾斜

度 によって注出水の強弱を図で表現 して比べると次のようである。図一13@注 出水:薬 水や

浄水を貯蔵した後,飲 用するため,注 出する時の方法として主に小 さいカップや鉢に注 ぐ時に

使 う。図一13⑮ は湧出水:仏 教集会の儀式で僧侶が浄水を遠いところまで振 り撒 くため,湧

出させる方法であ り,操 作方法によって10m以 上,水 を飛翔させる場合 もある。

12



五.7-8世 紀のインドと中国軍持をめぐる背景

前章で言及 したように,軍 持は律蔵部の内容と深いつなが りを持っている。その中でもチャ

ルーキア朝下のイ ンドを見聞し記録 した義浄の 「南海寄帰内法伝』と,そ の律蔵翻訳は,中 国

初期軍持 と密接な関係を持ち,そ の内容に依拠 して,唐 代の中国初期軍持が製作されたことは

確かである。これ以後,唐 では軍持が幅広 く流行するが,イ ンドでは仏教の衰退とヒンドゥ教

の隆盛により,仏 教的信行と関係がある軍持は姿を消 し,そ れ以外の浄瓶が使用され続けるこ

ととなった。

六.軍 持と澡罐の同伴形式

(1)法顕の記録:412年 頃,法 顕がインドから海路 にて帰国の途中,風 浪にあって海の中に捨

てたという軍持と澡罐は,「君塚及澡灌 拜余物棄擲海中」諸井余物中に 「君塚 と澡灌」 と二

つが共に記録 されていることか ら同伴形式 としての僧侶の持物だったことがわかる。

②玄奘の記録:玄 奘の大唐西域記に伊爛拏鉢伐多国訪問時小孤山仏教聖跡に関する記録の中,

仏の 「裙稚迦」という記録があり,ま た 「縛喝国」18)條に僧伽藍訪問の時,仏 の澡罐があった

ことが記録されてある。この内容をみてみると玄奘も仏の浄瓶が軍持と澡罐の一対として成立

するという意識をもっていたようにみえる。

(3儀浄翻訳の律蔵:「 前略…君持拜添澡罐君持著嘴澡罐 口開…後略」19)の内容はすべての僧

侶達が軍持と澡罐 に水を満たしている。この場合軍持は尖台と添水台(罐 口台)が 付いている

瓶であり,澡 罐は細長頸瓶形式 として上部側の入 口が開けられている瓶であることがわかる。

(4)アジャンター16号 窟壁画の 「軍持と澡罐」:5世 紀末に建立されたアジャンター16号 窟難

陀出家物語の壁画場面の龕室中に描かれた一対の瓶の中,左 側器物は尖台と添水台附着形軍持

であり,右 側は細長頸形の澡罐である。この絵画か ら推測するとインドでは 「軍持と澡罐」が
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一対として僧侶や一般人の日常用器として使われたことがわかる
。

(5)「安菩夫婦墓の軍持と澡罐」2°7:708年に埋葬された安菩夫婦墓から出土 した軍持は7世 紀

末頃に記録された 『南海寄帰内法伝』に明示された尖台の高さと比べて1/2程 のものである。

これ以外は,安 菩墓軍持のすべての細部構造の大きさは 『南海寄帰内法伝』に提示 された比例

と等 しく作 られている。白磁であるが酸化焔の燒成で木灰の雜塵が釉の上 に溶けて附着 してい

る。 この軍持は墓誌がいっしょに発掘され,年 代が確認でき,細 長頸瓶である澡罐 と共に出土

した。 これから考えると,軍 持は5世 紀初頃から8世 紀初頃までイン ドと唐において澡罐を同

伴していたことがわかる。

七.初 期の中国軍持遺物

(1)「 安菩夫婦墓」出土の白磁澡罐 と軍持遺物 ◆図一14

添水台 ・尖台形軍持として胴体は卵形であり器物頂一ヒには小さい穴が開けられている。肩部

には添水台が付いており,添 水 口の直径は

2.5cm,全 体 の高 さ は26cm,蓋 の 口径5.5cm,

腹 径12cm,尖 台 の 高 さ は2.5cmで あ り,ね じ

形 の突 起 が彫 られて い る。 高 台 は平 底 仮 圈 足,

す な わ ち 平 高 台 で あ る。 「南 海 寄 帰 内 法 伝 』

に明示 され た尖 台 の高 さ(両 指:2cm×2指=

4cm)に 比 べ て 本 遺 物 の 高 さ は1/2し か な

く,矮 小 な 尖 台 で あ り,添 水 台 の形 も不 完 全

で あ る。 しか し,こ れ以 外 は 「南 海 寄 帰 内 法

伝 』 に記録 され た軍 持 の形 と構 造,

図一14

その細部は非常に類似 している。

釉色は黄色調の白磁であるので酸化焔で焼成されたと推測することができる。唐代の軍持と

しては年代が上がる器物である。外形上の高台は内高台形に見えるが,高 台の底側を裏返す と,

平た く成形 しているのが特徴である。つまり平底仮圈足(平 たい高台)で ある。合葬された澡

罐の高さは23cm,腹 径12cmの 細長頸瓶であり,頂 上の外反 された広い口縁部の直径は8cmで

ある。釉色は黄色調であり高台 もまた同様に平底仮圏足(平 高台)で あり,軍 持と同じく邪窯

産(洛 陽南側)と 推定される器物である2'}。

(2)西 安陝西省歴史博物館所蔵の白磁軍持 ◆図一15

西安市高陵県で出土 した黄色調の白磁軍持であり,高26cm,腹 径13cm,器 下段部は施釉 さ

れず胎土が露出している。器頂上の@尖 台表面にねじ形のみぞ⑤尖台の長さ◎酸化焔に焼成さ
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れ,黄 色釉調に木灰が釉薬の上に溶けて附着 した表面 ⑥高台は,

平底仮圈足(平 高台)で あ り,そ の細部は安菩墓出土の軍持と同

じ形である。添水台の構造は,添 水口台 と尖台の間が細 く処理さ

れ 「南海寄帰内法伝』に記録 されている軍持形の水羅機能の要件

に適合するように,製 作したものである。 したがって,本 研究で

は安菩墓で出土された軍持と同一の形式 と見なして,同 時代の器

物に分類 した。
図15

(3)陝 西省歴史博物館所蔵の三彩軍持 ◆図一16

西安市三橋區挿楊村で出土 した全体の高さ24cm,腹 径12.1cm,

緑,黄,白 の華麗な三彩である。図一15の 白磁 と同 じく,器

の上段部と高台部分には施釉がなく,胎 土が露出している。安

菩墓白磁軍持と高陵県白磁軍持,そ してこの三彩軍持は,外 形

上すべての細部が類似 しているので,同 時代の樣式として分類

することができる。即ち②尖台⑮蓋(円 形頂板)◎ 添水台の形

状が同形であり,ま た素地(胎 土)も 同じく白土にて製作され

ている。
図‐is

(4)洛 陽博物館所蔵の白磁軍持 ◆図一17

洛陽龍門香山寺のM2墓 出土のもの(香 山寺唐墓M2)で あ

り,高 さは20.7cmあ り,高 台は平底仮圈足 〈平高台〉である。

高台の下段部分が外側へ丸く巻き込まれており,胴 体は球形に

製作されている。この白磁軍持は,先 述の白磁軍持と粕調が同

じく黄色調であり,添 水台と尖台の形が西安陝西省歴史博物館

に所蔵されている白磁軍持 と共通するので中国形初期軍持に分

類される。

図 一17

おわ りに

5世 紀初か ら中国の求法僧たちのインド訪問が始まり,中 国人僧侶によって律蔵が翻訳され

た。律蔵は隋代に翻訳が始 まり,そ れ らが集大成 されたのは,義 浄が洛陽へ帰 り,「根本説一

切有部毘奈耶」等,諸 律典を翻訳 した700年 を前後にした時代である。 中で も義浄は,10年 間

イン ドの那爛陀滞留中,軍 持製作に対する見解を現場での観察を通 じて正確 に記録 した。『南
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海寄帰内法伝』の水有二瓶條の軍持作法では,軍 持 と軍持各部分の大きさ,機 能,使 用方法を

規定 し,イ ンドで多様な用途で使用されてきた軍持を③中国形軍持として定形化し,⑤ 中国で

も僧伽や俗家の仏教儀式で必要な用器として使用 される契機を用意 した。◎軍持が特殊な外形

の瓶である理由を浄水を採取する水羅軍持方法にあるとし,そ の方法 も詳細に記述 した。

したがって,唐 代中国軍持の流行は,義 浄から始 まったといえる。7世 紀末頃か ら8世 紀中

頃にかけて,イ ンドでは実際に仏教が消滅 してゆ く期間であるが,中 国では仏教がより急速 に

発展した。そして,軍 持は仏教の発展に伴い東アジアー帯の地域でその使用が拡がったと推定

される。軍持が必須的に澡罐と共に用いられたのは③求法僧などの記録 ⑤インド仏教美術の

精髓である石窟寺院の壁画 ◎安菩夫婦墓の遺物を通 じて確認できる。

以上の内容を考察すると唐代に作 られた中国初期軍持の特徴は次のように要約することがで

きる。

1)初 期中国陶磁軍持は尖台の長 さが大概2.5cm程 の高 さで短い。2)機 能性の発達 した添

水台が附着されており,添 水口台は水羅機能に適合するように口縁部が広 く,幅 は大概2cm-

2.5cmで,当 時使われた銅錢の大きさと同じである。添口の円と添水口か ら中をのぞ くと,そ

の形は銅錢のような二重の円状に見える。3)高 台は通常,平 底仮圈足(平 高台)形 になって

お り,胴 体下部と高台部分は施釉されず胎土がそのままみえる。4)軍 持 と澡罐は一対 として

使用された。5)添 水台は,瓶 の中に水をいれる機能 としてのみ使用するようになってお り,

尖台は注出口としてのみ使用される。6)瓶 の各部分は,『南海寄帰内法伝』の水有二瓶條で

規定された大きさと同 じように製作された。7)7世 紀末頃のエローラ8号 窟前室左側龕室の

梵天の軍持形は製作年代と形態から唐代中国初期軍持の原形であるといえる.
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